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な
い
、
お
客
さ
ん
が
望
む

デ
ザ
イ
ン
に
し
た
結
果
、

同
じ
よ
う
な
モ
ノ
が
で
き

て
し
ま
っ
た
の
だ
。
一
方

ア
ッ
プ
ル
は
ほ
と
ん
ど
市

場
調
査
を
せ
ず
、
自
分
た

ち
の
感
性
や
美
意
識
を
判

断
の
根
拠
と
す
る
。
携
帯

電
話
の
素
人
集
団
が
市
場

を
取
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
デ
ザ

イ
ン
は
す
ぐ
コ
ピ
ー
さ
れ

る
か
ら
、
い
ま
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ

ｎ
ｅ
と
他
社
の
ス
マ
ホ
は

見
分
け
が
つ
か
な
い
。
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
は
意
味
に
あ

る
。
ア
ッ
プ
ル
に
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
や
、

西
海
岸
発
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
、

蓄
積
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ

れ
が
信
者
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

■ 

コ
ン
ビ
ニ
で
最
も
種
類
の
多
い
商
品
は

　

世
の
中
で
評
価
さ
れ
る
モ
ノ
は
、役
に
立
つ（
便

利
、
安
さ
、
効
率
な
ど
）、
も
し
く
は
意
味
が
あ

る
（
共
感
、
驚
き
、
好
み
な
ど
）
の
ど
ち
ら
か
に

分
け
ら
れ
る
。
役
に
立
た
ず
意
味
も
な
い
モ
ノ
は

財
団
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

多
元
的
共
生
社
会
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
考
え
る 

■ 

第
20
回 

レ
ポ
ー
ト

■ 

モ
ノ
じ
ゃ
な
く
意
味
に
価
値
が
あ
る
時
代

　

い
ま
、
山
口
氏
の
著
書
『
世
界
の
エ
リ
ー
ト
は

な
ぜ
「
美
意
識
」
を
鍛
え
る
の
か
？
』
が
売
れ
て

い
る
と
い
う
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
そ
の
理
由

と
鍛
え
方
の
一
端
に
触
れ
た
。

　

本
と
い
え
ば
、
い
ま
海
外
で
一
番
本
が
売
れ
て

い
る
日
本
人
は
こ
ん
ま
り
（
近
藤
麻
理
恵
）
さ
ん

だ
。
彼
女
が
提
供
す
る
の
は
「
モ
ノ
を
な
く
す
」

と
い
う
価
値
。
か
つ
て
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る
た

め
に
手
に
入
れ
た
モ
ノ
を
、
捨
て
る
こ
と
で
心
を

豊
か
に
し
た
い
人
が
世
界
中
に
い
る
と
い
う
わ
け

だ
。
ま
た
最
近
は
、
東
京
を
離
れ
て
暮
ら
す
人
が

増
え
て
い
る
。
仕
事
は
東
京
に
あ
る
の
で
不
便
だ

が
、
環
境
や
薪
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
取
る
暮
ら
し
を

選
ぶ
。
ど
ち
ら
も
近
代
の
否
定
と
い
え
る
。
便
利

が
豊
か
さ
や
富
を
生
む
時
代
は
終
わ
っ
た
の
だ
。

　

従
来
は
正
解
を
出
せ
る
人
を
育
て
る
こ
と
が
人

材
育
成
だ
っ
た
。
日
本
の
学
校
の
仕
組
み
が
そ
う

だ
。
不
登
校
の
子
供
が
増
え
て
い
る
と
い
う
が
、

彼
ら
は
感
度
が
高
い
。
正
解
が
出
せ
て
も
世
の
中

で
は
価
値
が
な
い
と
気
づ
い
て
い
る
の
だ
。

　

い
ま
や
、
正
解
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
値
段
は

つ
か
な
い
。
山
口
氏
が
正
解
探
し
を
や
め
た
の
は

２
０
０
７
年
。
携
帯
電
話
が
、ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
以
外

は
見
分
け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
よ
く
似
て
い
た
。
な

ぜ
か
。
そ
れ
が
正
解
だ
か
ら
だ
。
市
場
調
査
を
行

　

コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
商
品
は
一
番
売

れ
る
一
種
類
し
か
置
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
タ
バ
コ

は
増
え
続
け
、
常
時
２
０
０
種
類
以
上
が
置
い
て

あ
る
。
タ
バ
コ
は
「
役
に
立
た
な
く
て
意
味
が
あ

る
」
モ
ノ
だ
か
ら
だ
。
顧
客
に
と
っ
て
意
味
が
あ

る
モ
ノ
は
ど
ん
ど
ん
多
様
化
す
る
。
そ
の
最
た
る

も
の
が
ア
ー
ト
だ
ろ
う
。

■ 

当
た
り
前
を
疑
う
力
を
養
う

　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ

ス
ト
で
あ
る
ス
コ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
レ
ー
氏
は
、「
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
時
代
は
終
わ
り
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
に
基
づ
き
世
界
か
ら
上
手
く
問
題
を
聞
き
出
せ

た
人
が
大
き
な
価
値
を
創
出
す
る
」
と
書
い
て
い

る
。
わ
か
り
や
す
い
比
較
と
し
て
、
セ
グ
ウ
ェ
イ

と
ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
を
あ
げ
る
。
セ
グ
ウ
ェ
イ
は
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
す
ご
い
が
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
が

ゼ
ロ
だ
っ
た
。
ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
っ
て
、
中
世
の
巡
礼
的
な
旅
の
仕
組
み

と
意
味
を
復
活
さ
せ
た
。リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
は
、

一
般
教
養
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
当
た
り
前
を
疑

い
そ
こ
に
社
会
的
課
題
を
見
出
す
力
。
そ
う
で
な

い
と
変
革
的
な
価
値
は
生
み
出
せ
な
い
と
い
う
。

　

講
演
の
後
、
山
口
氏
が
提
唱
す
る
、
絵
画
を
観

察
し
、
そ
こ
に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
言
語
化
す
る

ワ
ー
ク
を
体
験
し
た
。
断
片
的
な
情
報
や
違
和
感

な
ど
か
ら
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
意
味
が
あ
る
こ
と
」
と
い
う
の
は
理
性
的
な

判
断
で
は
な
く
官
能
の
判
断
だ
と
山
口
氏
は
い

う
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
苅
宿
俊
文
教
授
は
、

山
口
氏
の
著
書
に
度
々
出
て
く
る
「
直
感
」
と
い

う
言
葉
に
触
れ
、教
育
の
中
で
今
こ
そ
「
直
感
力
」

を
育
て
る
こ
と
が
大
事
だ
と
話
し
た
。

価
値
が
な
い
。
か
つ
て
日
本
企
業
の
多
く
は
、
家

電
や
車
な
ど
の
低
コ
ス
ト
化
に
よ
っ
て
「
役
に
立

つ
が
意
味
の
な
い
」
モ
ノ
を
作
っ
て
成
長
し
、
海

外
メ
ー
カ
ー
を
追
い
落
と
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら

生
き
延
び
た
海
外
の
企
業
は
「
役
に
立
っ
て
意
味

が
あ
る
」
と
こ
ろ
に
価
値
を
求
め
た
。
意
味
と
し

て
の
価
値
が
あ
れ
ば
高
く
て
も
売
れ
る
が
、
役
に

立
つ
だ
け
だ
と
、
よ
り
安
い
モ
ノ
、
よ
り
高
性
能

な
モ
ノ
が
出
て
き
た
ら
終
わ
り
だ
。

「
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
の
時
代
」

あ
な
た
は
価
値
観
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
か

2019年７月10日　青山学院大学 青山キャンパス
講師：山口　周　株式会社ライプニッツ 代表
1970 年東京都生まれ。独立研究者、著作家、パブリックスピーカー。電通、ボストン・コンサルティング・グループなどで戦
略策定、文化政策、組織開発等に従事。著書に『世界のエリートはなぜ「美意識」を鍛えるのか?』『武器になる哲学』『ニュー
タイプの時代』など。慶應義塾大学文学部哲学科、同大学院文学研究科修士課程修了。神奈川県葉山町に在住。

山口周氏VTSのワークで絵を観察する
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シ
ン
バ
ル
の
こ
と
を
漢
字
で
は
鈸
︵
は
ち
・
ば
つ
）

と
書
く
。
仏
教
儀
式
で
用
い
ら
れ
、
銅ど

ら鑼
と
組
み
合
わ

せ
て
使
わ
れ
る
こ
と
や
銅
製
で
あ
る
た
め
銅ど

う
ば
つ鈸
の
呼
び

名
も
あ
る
。
小
型
の
も
の
は
民
族
芸
能
で
も
使
わ
れ
、

「
チ
ャ
ッ
パ
」
と
呼
ぶ
。
他
に
も
、手
平
が
ね
、手
拍
子
、

銅
拍
子
な
ど
、
様
々
な
名
で
呼
ば
れ
て
き
た
。

　

チ
ャ
ッ
パ
は
洋
楽
の
シ
ン
バ
ル
よ
り
は
小
さ
く
、
飾

り
紐
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。
２
枚
の
円
盤
を

シ
ン
バ
ル
の
よ
う
に
打
ち
合
わ
せ
る
と
華
や
か
な
金
属

音
を
放
つ
が
、
す
り
合
わ
せ
て
風
の
音
を
表
現
し
た
り
、

余
韻
の
中
で
ビ
リ
ビ
リ
と
震
わ
せ
た
り
、
わ
ざ
と
反
響

を
押
さ
え
た
鈍
い
音
を
効
果
的
に
使
っ
た
り
も
す
る
。

　

伝
統
芸
能
で
は
、
太
鼓
な
ど
と
一
緒
に
、
賑
や
か
に

す
り
打
つ
こ
と
に
よ
り
、
華
や
か
な
効
果
を
生
む
。
脇

役
に
見
え
る
が
、
奏
者
が
演
奏
や
曲
調
を
把
握
し
て
表

現
す
る
必
要
が
あ
り
、
重
要
な
存
在
と
言
え
る
。

　

歌
舞
伎
の
下げ

ざ座
音
楽
の
中
で
も
活
躍
す
る
。
下
座
音

楽
と
は
歌
舞
伎
の
演
出
に
お
い
て
、
基
本
的
に
舞
台
下

手
の
黒く

ろ
み
す

御
簾
の
中
で
演
奏
さ
れ
る
効
果
音
楽
の
こ
と
。

陰
囃
子
、
黒
御
簾
音
楽
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

鳴
り
物
は
チ
ャ
ッ
パ
の
他
に
、
本
釣
鐘
、
音
程
よ
り
も

ジ
ャ
ー
ン
と
い
う
余
韻
に
特
徴
が
あ
る
円
盤
状
の
金
属

を
打
つ
銅
鑼
、
祭
囃
子
で
使
わ
れ
る
真
鍮
製
の
す
り
鉦か

ね

、

歌
舞
伎
の
効
果
音
と
し
て
、
寺
や
殺
人
場
面
に

は
つ
き
も
の
の
音
を
出
す
松
虫
等
の
楽
器
か

ら
、
樽
、
み
く
じ
箱
、
ビ
ー
ビ
ー
笛
等
の
雑
楽

器
ま
で
十
数
種
類
が
助
奏
に
使
わ
れ
る
。

Narimono(鳴り物)
チャッパ

Chappa

♫音を聴いてみよう！
生涯学習開発財団のWEBサイトで、チャッパの音色が聴けます（解説付き）。
www.gllc.or.jp/llm/magazine/wagakki/
または、左のQRコードからどうぞ。
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奏
者
に
聴
い
た
そ
の
魅
力

Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

H
ide

　

佐
渡
の
鼓
童
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
踊
り
手
と
し
て
入
っ

た
の
で
す
が
、
踊
る
機
会
が
少
な
く
て
太
鼓
も
や
っ
て
い

た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
チ
ャ
ッ
パ
に
出
会
い
、
独
自

に
奏
法
を
開
拓
し
て
い
る
う
ち
に
、
周
り
か
ら
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
太
鼓
の
グ
ル
ー
プ
で

よ
く
使
わ
れ
て
い
る
楽
器
で
す
が
、
当
時
は
私
の
ほ
か
に

チ
ャ
ッ
パ
を
演
奏
す
る
人
間
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

チ
ャ
ッ
パ
が
専
門
と
い
う
感
覚
は
な
く
、
和
太
鼓
も
や

る
し
、
音
の
出
る
も
の
な
ら
ば
椅
子
で
も
叩
き
ま
す
。
自

分
で
は
鳴
物
師
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
わ
か
り
や
す
く
言

う
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
ね
。
自
分
で
楽
器
も
開
発
し

ま
す
。
高
価
な
太
鼓
か
ら
、
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
の
風
鈴

や
フ
ラ
イ
パ
ン
ま
で
、
自
分
が
面
白
そ
う
だ
な
、
や
り
た

い
な
と
思
っ
た
ら
何
で
も
鳴
ら
し
ま
す
。

● 

チ
ャ
ッ
パ
や
鳴
り
物
の
魅
力
は
？

　

も
と
も
と
歌
舞
伎
の
下
座
と
か
見
え
な
い
所
で
、
効
果

音
な
ど
を
表
現
し
て
い
た
の
を
、
私
が
表
に
出
し
て
や
り

始
め
た
ん
で
す
。
日
本
は
、空
間
美
や
自
然
美
と
い
っ
た
、

四
季
の
表
情
が
世
界
一
豊
か
な
国
で
す
。
そ
の
自
然
描
写

を
楽
器
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
他
の
楽
器
が
鳴
っ
て
い
る

中
に
、
鳴
り
物
を
一
つ
入
れ
る
だ
け
で
、
雰
囲
気

が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
す
。
い
つ
も
、
ど
こ
で
入

れ
た
ら
面
白
い
か
、
ど
う
入
れ
た
ら
よ
い
か
を
考

え
て
い
ま
す
。
見
て
聴
い
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　

チ
ャ
ッ
パ
は
、
箏
や
三
味
線
の
よ
う
に
伝
統
や
系
譜

が
は
っ
き
り
残
っ
て
お
ら
ず
、
何
十
種
類
も
の
音
が
出

せ
る
け
ど
、
お
手
本
が
な
い
。
手
探
り
で
音
を
創
っ
て

い
ま
す
。
奏
者
と
し
て
は
、
何
を
や
っ
て
も
良
い
、
自

由
度
が
高
い
と
こ
ろ
も
魅
力
で
す
。

江戸っ子気質を活かした、唄って・踊
れて・打てる現代の鳴物師。1987年
佐渡島を拠点とする和太鼓グループ「鼓
童」に参加し、17年間活動。2004
年に「鼓童」から独立し、「鳴物師　秀
-HIDE-」としてソロ活動を開始。現在、
日本で唯一のチャッパソリストとして
ライブ活動やワークショップ講師とし
て注目を集めている。鼓童時代、日本
ゴールドディスク大賞（邦楽部門）日
本レコード大賞特別賞の受賞。

チャッパの他にもさまざなな鳴り物がある。右手に見るのは、「鈴なり」と
いう言葉の語源ともなった神楽鈴。能「翁」の三番叟などにも用いられる。

●AUN DISC情報  詳細は：www.aunj.jp/jpn/livedisc/discography.html

●監修者：AUNプロフィール
井上公平・井上良平。1969年大阪にて５人兄弟の末の双子とし
て生まれる。1988年、和太鼓集団・鬼太鼓座（おんでござ）に
出会い、高校卒業と同時に入座。2000年に「AUN」として独立。
2009年、邦楽界で活躍する若手を集めて「AUN-J クラシック・
オーケストラ」を結成。公演回数は国内外で1400回以上。子ど
もたちに日本文化の魅力を伝えるため、全国の小学校を訪問し、
和楽器演奏と桜を植える活動もしている。

六

響 〜THE SOUNDS OF JAPAN〜
大 黒 摩 季、 森 崎
ウィン、タケカワユ
キヒデ、石井竜也、
上間綾乃、渡辺美
里らが参加。和楽
器の演奏にのせて

「希望と勇気」を伝
える全10曲。
3,000円（税別）

LIVE DVD! AT MITSUKOSHI THEATER
2019 年 2 月20 日、  
三 越 劇 場『Spring 
Concert 2019 The 
Sounds of Japan 
~THIS IS AUNJ~』 の
DVD映像。「ボレロ」、
映像ならではの魅力

「AUN三味線」など。
2,000円（税別）
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〈金賞〉文部科学大臣賞

今野隆子氏
ファブリックアート
部門

「嫁ぐ日に」

岡嶋三千代氏
アートジュエリー
部門

「SAKURA 
Blossom」

〈銀賞〉生涯学習開発財団賞

〈銀賞〉生涯学習開発財団賞 〈銀賞〉生涯学習開発財団賞 〈銀賞〉生涯学習開発財団賞

〈大賞〉内閣総理大臣賞

〈銀賞〉生涯学習開発財団賞

奈良恵子氏
クロッシェアート
部門

「神話」

菊池清子氏
（授賞式欠席）
アートジュエリー部門

「Night sky」

黒岩まゆ氏
人形部門

「first 
impression」

〈金賞〉厚生労働大臣奨励賞

Junko.trois氏
アートジュエリー
部門

「小さなビーズの
無限の可能性」

KOZUE氏
ペーパーアート部門

「Amapola（ア
マポーラ）～luz

（光）ポピー」

Tara氏
ペーパーアート部門

「大日如来
刀魂図」

Ａ
Ｊ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト 

２
０
１
９
表
彰
式

　

財
団
が
後
援
を
し
、
協
賛
会
員
の
㈱
オ

ー
ル
ア
バ
ウ
ト
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
ス
が
実
行

委
員
会
を
運
営
す
る
「
Ａ
Ｊ
Ｃ
ク
リ
エ
イ

タ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９
」。
日
本

の
ク
ラ
フ
ト
作
家
の
育
成
と
奨
励
、
社
会

的
認
知
度
と
芸
術
性
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
年
々
作
品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が

目
覚
ま
し
い
。
昨
年
同
様
、
生
涯
学
習
開

発
財
団
賞
も
５
氏
に
授
与
さ
れ
た
。

　

今
回
印
象
に
残
っ
た
の
は
大
賞
を
受
賞

し
た
岡
嶋
三
千
代
氏
の
言
葉
。「
私
の
仕

事
は
建
築
関
係
で
、
現
場
で
ボ
ル
ト
や
ナ

ッ
ト
を
数
え
る
よ
う
な
こ
と
も
。
芸
術
と

は
縁
遠
い
私
で
も
、
コ
ツ
コ
ツ
や
れ
ば
こ

ん
な
賞
を
い
た
だ
け
る
。
多
く
の
人
の
励

ま
し
に
な
れ
ば
と
思
う
』。

７
月
５
日　

東
京
都
美
術
館
・
上
野
精
養
軒
に
て

主
催
：
Ａ
Ｊ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会

財
団
後
援
事
業

→ 実 行 委 員 会 会
長・江幡哲也氏か
らごあいさつ。

↑上野精養軒に移動して乾杯。上位入賞作品も展示されていた。

↑3月に作品展示が行われた東京都美術館の講堂にて表彰式が行われた。

→全国から参加し
た仲間と乾杯！

↓壇上のプレゼン
ター。まずは実行
委員会事務局長・
菱倉英一氏から。


